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 [授業の概要・目的]
なぜ景気後退や失業が発生するのか。ＧＤＰとは何か。政府の経済政策は、何を目的として行われ
るのか。経済全体の動向を知る上で、最低限必要となる経済学の考え方を、歴史的・時事的な事例
をもとに解説する。

 [到達目標]
国民所得、失業、金利、物価などの基本的な経済指標の見方と、マクロ経済学の初歩的な考え方を
理解することで、経済の大きな動きを把握する力を養う。

 [授業計画と内容]
（１）経済指標の見方【３回】
ＧＤＰ、物価、失業率、金利などの経済指標の確認。各国のデータを用いて説明する。

（２）ＧＤＰの決定メカニズム【３回】
有効需要の原理、消費・投資の基礎理論、乗数効果などを説明する。

（３）金融・財政政策の効果と戦後経済史【４回】
金利と国民所得の同時決定（ＩＳ―ＬＭ分析）と、その限界について解説する。

（４）現代経済の諸問題【４回】
最近の経済ニュースで取り上げられる諸問題（ユーロ危機、デフレーション、量的・質的緩和等）
について、背景知識を解説する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
定期試験による評価

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
中谷巌 『入門マクロ経済学』（日本評論社）
参考書は講義中に適宜、指示する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
経済指標について、受講者が各自で調べてもらう場合がある。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


